
なかのエコフェアは、みどり東京・温暖化防止プロジェクトの助成事業です。

なかのエコフェア202４
事業記録

日時 令和６年１１月９日（土）
午前１０時から午後３時まで

会場 中野区役所１階・６階
出展団体 ３８団体（うち初出展９団体）
来場者数 約３，７４０名
主催 中野区

「ゼロカーボンシティなかの」ロゴマーク

中野区環境部環境課



イベントテーマ
『育てよう♪続けよう♪みんなのＥＣＯ心』

区民団体 企業

学校 公共団体等

脱炭素社会の実現に向けた取組みや製品等の紹介、
なかの里・まち連携自治体などによる「木工体験や
森林学習」、様々な「体験ブース」等

子どもから大人まで楽しく取り組める

「地球にやさしいエコライフ」を提案

なかのエコフェア202４について



「中野区役所」での事業実施

今年移転した新庁舎にて初めて事業を実施いたしました。

「エコな給電」

会場内の主な電源を、燃料電池自動車から電力を供給しました。

「クイズラリー」

６か所のクイズを完走した方には、「各種ノベルティ（静岡県浜松市提供）」、

「メモ帳（中野区ごみゼロ推進課提供）」などをプレゼントしました。

「ナカノバ」を使用した「ステージイベント」

中野区役所庁舎内「ナカノバ」にて、ステージイベントを行いました。

「キャッチコピーの募集」

今年度のキャッチコピーである「育てよう♪続けよう♪みんなのＥＣＯ心」は

「なかのデコ活コンテスト」にて募集し受賞されたキャッチコピーです。

事業実績

平成２１（２００９）年度より事業開始

令和 ６（２０２４）年度は、１５回目の開催となりました。

なかのエコフェア202４の特徴



環境部 ごみゼロ推進課

中野区清掃事務所

東京二十三区清掃一部事務組合

千葉県館山市

NPO法人ボランティア労力ネットワーク 東中野
支部

かおり会

Fry to Fly Project（東京都環境局）

パナソニック株式会社 エレクトリックワークス社

警視庁 中野警察署 防犯係

株式会社SATOCOMPANY

東京電力パワーグリッド株式会社 荻窪支社

オール東京62市区町村共同事業「みどり東京・温
暖化防止プロジェクト」

東京ガス株式会社 東京中支店

新渡戸文化中学校 ＳＤＧｓアクションプロジェクト
ＮｉＴｏＢｅ ＣｏＬｏＲｓ

環境部 ごみゼロ推進課

中野若者会議 環境チーム

静岡県浜松市

山梨県丹波山村

群馬県みなかみ町 観光商工課

茨城県常陸太田市 農政部 農政課

静岡県富士市 林政課

静岡県伊豆市 産業部 農林水産課

OpenStreet株式会社（交通政策課共同）

ヤマト運輸株式会社 武蔵野主管支店

東京水道グループ（東京都水道局・東京水道（株））

林野庁

ヤシマ工業株式会社

中野・コンポスト連絡会

中野区 都市基盤部 交通政策課

公益社団法人中野区シルバー人材センター

環境課 【本部】

中野区消費生活展実行委員会

公益財団法人東京都環境公社（クール・ネット東
京）

公益財団法人東京都環境公社（東京都気候変動適
応センター）

NPO法人中野・環境市民の会・森の学級

トヨタモビリティ東京 株式会社／トヨタモビリ
ティサービス株式会社

大新東株式会社

「燃料電池バス試乗体験」ブース出展以外

ブース順
一部略称出展団体（３8団体） うち9団体が初出展



燃料電池バス試乗体験

大新東株式会社

水素と酸素により発電した電力でモーターを動かし走行するため、二酸化炭素を排出し
ない、燃料電池バスの試乗体験を実施しました。

「参加券」を求める方が早い時間から並ばれ、午前10時から開始した全1６回の試乗体
験はすべて満員となり、約５７０名の方が「中野四季の都市」を一周するコースで体験さ
れました。

会場内の燃料電池自動車からの電力供給とあわせ、脱炭素社会の実現に向けた新たな
エネルギー活用を体感いただきました。

お子様を連れたご家族にも多く体験いただきました。

昨年に続き、４回目の実施！！



ブースの紹介

浜松市の天竜ヒノキで箸づくり体験

ヒノキの角材をかんなやヤスリを使って加工す
る、オリジナルのマイ箸づくりを行いました。

参加者の皆様は、大人から子どもまでマイ箸づ
くりに熱中されていました。

クイズでしろう！エコたんけん！

中野区や企業のエコな取り組みをクイズで楽
しみながら学びました。また、エコ意識に関す
るアンケートを実施し、集計結果に基づき、環
境チームとして中野区長に提言を行いました。

初出展

静岡県浜松市は、特別区長会がすすめる
「全国連携プロジェクト」加盟自治体です。



森のかけらストラップづくり

人と自然が共生する社会の世界的モデル「ユネス
コエコパーク」に登録されている「みなかみ町」の
森のかけらでオリジナルストラップを作りました。

山梨県丹波山村（たばやまむら）
97%が山林の村の「森の育み方」

多摩川の最上流域に位置する山梨県丹波山村の森林保
全活動について紹介しました。また、間伐材を利用した
ノベルティの配布やメモ立て作り体験を行いました。

初出展

山梨県丹波山村は、

「なかの里・まち」連携自治体です。

群馬県みなかみ市は、

「なかの里・まち」連携自治体です。



常陸の森の間伐材で箸づくり体験

常陸太田市における森林の間伐で発生した今ま
では使われなかった木材＝未使用材などを使用
し、箸づくりの体験を行いました。

富士山の木でミニスツールを作ろう！
富士山麓で育った富士ヒノキの間伐材を使って、ミニ
スツールづくりを行いました！また、展示やパンフ
レットで、富士地域の森林の現状等を紹介しました。

茨城県常陸太田市は、

「なかの里・まち」連携自治体です。

初出展

静岡県富士市は、特別区長会がすすめる
「全国連携プロジェクト」加盟自治体です。



静岡県伊豆市

～シカの皮を使ったキーホルダーづくり～

シカ皮を使ったキーホルダーづくりを行いました。
その他伊豆市についての魅力をご紹介しました。

初出展 初出展

HELLO CYCLING

今年、シェアリングサービスを開始した特定小型原動
機付自転車に分類される車両「電動サイクル」・来年
度以降展開検討の移動用小型車「スローモビリティ」
の試乗会を実施しました。



水をはぐくむ豊かな地球環境を次世代に

水道水のウォーターサーバー（Drinking Station）
を設置・試飲を行い、環境負荷の少ない水道水をPR
しました！

環境にやさしい配達を学ぼう！

宅急便から見る中野区の特徴・みんなでできる環
境配慮・新しい輸送・再配達をなくす取り組みなど
を紹介しました。EVトラックの展示やクロネコ・シ
ロネコの着ぐるみも登場しました！



建物を直し、地球を守る。

「柿渋ぬり体験をしてみよう！」

大規模修繕工事の作業内容のご紹介や再生リノ
ベーションの事例紹介などの展示、柿渋をアルファ
ベットの小さな木製オブジェに塗る塗装体験会を
行いました。

「ウッド・チェンジ ～木づかいが 森をよくす
る 暮らしを変える～」

森のもつ様々な働きや木の良さ、木材利用の意義
についてご紹介しました。また、国有林の中でも、観
光や、レジャーにおすすめの「日本美しの森（お薦め
国有林）」をご紹介しました。

初出展



生ごみ堆肥でちょいエコ！

ダンボールコンポストの紹介や熟成されたコンポ
ストや生ごみたい肥を利用した野菜や花の展示を
行いました。

公共交通と環境のつながり

～公共交通の特徴を考えよう～

大判のすごろくを使用しゴールを目指しながら、公共交
通のメリットを体感してもらいました。また、ポスター掲
示にて公共交通の特徴を分かりやすく解説しました。

初出展



来場景品・クイズラリー景品配布

来場者に、ゼロカーボンシティなかのエコバッグ
や国産材鉛筆等のノベルティを差し上げました。

また、会場内６箇所に設置したクイズラリーを完
走した方にも、ノベルティを差し上げました。

リサイクル自転車販売

家庭での身近なエコに繋がる作業の相談

暮らしのサポート隊の活動として、家庭での「身近な
エコに繋がる」作業のご相談やリサイクル自転車の
販売を行いました。今年度も「輪投げコーナー」が大
人気でした！



知って、学んで。はじめてみよう

ゼロエミな暮らし。

家庭の省エネやHTTに関するパネルの展示、家庭の省
エネに関するクイズやHTTの紹介を行いました。来場
者にはソーラーLEDライトをプレゼントしました。

中野区消費生活展2024年

消費生活の向上を図ることを目的に活動している
消費生活展実行委員として、「いのちとくらしをま
もる」をテーマに行っている消費生活展についてご
紹介とご案内を行いました。

初出展



ソーラークッカーの展示
太陽光を利用した「ソーラークッカー」の展示・
実演を行いました。

「江古田の森公園」での観察会の様子を紹介
森の学級の活動紹介、区内で感じる自然体験や
公園の様子をご紹介しました。

個人でできる気候変動適応策

身の回りで危ないと思った場所や出来事を付箋
に内容を書いて地図に貼り付け、ハザード情報を
共有しました。参加者には先着で「防水携帯ホル
ダー」をプレゼントしました。

初出展



「燃料電池自動車MIRAI」からの給電

会場内の主な電力は、走行時にCO2などを排出
せず、災害時にも住居や外部への給電が可能な
「燃料電池自動車MIRAI」から供給しました。

まだまだごみは減らせます！②

～リサイクル編～

減らそう『食品ロス』×減らそう『飲み残し』改良型
リサイクルボックスの展示を行いました。
また、区内各所に設置しているペットボトル自動回
収機の展示や体験を行いました。



詳細は「ステージイベントの紹介」を確認！

２３区の清掃工場

23区のごみの流れや清掃工場のしくみなどに
ついて、パネル展示にてご紹介しました。

また、清掃一組に関するクイズを行いました。



「コラージュの森」ワークショップ

「環境」をテーマにしたコラージュのワークショプを
行ない、参加者の絵やメッセージで大きなコラー
ジュの樹を作りました。

海からのおくりもの

千葉県館山市で採れた貝（タカラガイ）を使用した
ストラップ作りや、様々な種類の貝に触れ、館山の
海の魅力の紹介を行いました。

千葉県館山市は、

「なかの里・まち」連携自治体です。



蘇った裂布織の展示

資源の大切さを伝えるため、古布・不要衣類を裂い
て織り、蘇った布で彩る生活や素晴らしさをご紹
介しました。また、不要な衣類・着物から再生した
アクセサリー・小物の展示を行いました。

使用済み食用油で空を飛ぶ！？

使用済み食用油の資源化に関する周知や使用済み食
用油の回収・廃食用油がSAFになるまでをVRで体
験いただけるVR体験会を実施しました。

初出展



防犯等に関する情報発信

防犯・災害・交通安全等に関する啓発及び活動の
紹介を行いました。また、防犯グッズの配布を行
い、たくさんの方にお渡ししました！

手回し発電機でソーラートレインを走らせ、
「電気の大切さ」を学ぼう！

「手回し発電機」や「太陽光パネル」を使用し、電球
とLED電球の発電にかかる負荷の違いなど、環境
に優しいエコな体験を行いました。



東京電力グループにおける

環境保全への取り組み
再生可能エネルギー・電気を効率的に使うた
めの省エネ・尾瀬の保全活動などのご紹介を
行いました。

すてられる木材を利用しよう！

使わなくなった端材を使った卓上遊びを行いまし
た。端材でできた様々なおもちゃを使って、たくさ
んの来場者が楽しんでいました！



東京の６２市区町村での環境の取り組み紹介

東京都内の全６２市区町村が連携・共同して取り組
む、温室効果ガスの削減や、森林保全などの取組や
地球温暖化の最新情報についてご紹介しました。

はじめてみようゼロエミな暮らし

家庭の省エネ、太陽光パネル・蓄電池に関するパネ
ル展示やクイズを行いました。HTTや東京ゼロエ
ミポイントなどの制度のご紹介を行いました。



まだまだごみは減らせます！①

～リデュース・リユース編～

リサイクル展示室に持ち込まれた古着の展示と提
供を行いました。また、子どもが楽しく資源とごみ
の分別について学ぶ「ごみ分別釣りゲーム」や「めざ
せ！ごみ減らし隊長カードゲーム」を行いました。

ＳＤＧｓアクションプロジェクト

ＮｉＴｏＢｅ ＣｏＬｏＲｓ

新渡戸文化中学校・ＮｉＴｏＢｅ ＣｏＬｏＲｓの皆さんが
ＦＳＣの普及や絶滅危惧種の動物についての取材結
果の発表と折り紙ワークショップを行いました。



中野のまちをきれいに保つ、「スペシャリスト」の働きを紹介

ごみやスプレー缶などの正しい出し方や分別について説明いたしました。普段じっくり
見られない収集実演には、多くのご家族連れの皆さまにお集まりいただきました。

環境学習車「ごみのんカー」の収集実演
中野区 清掃事務所

ステージイベントの紹介

「ごみのんカー」は、荷台がスケ
ルトンになっているため、ごみを
詰め込む様子がよくわかります。

中野区ごみ減量キャラクター
「ごみのん」も登場！



今、なぜ太陽光発電？

新しい制度と導入時の支援策
クール・ネット東京

東京都地球温暖化防止活動推進センターより派
遣いただいた、講師の近藤様より、太陽光発電に
ついて概要や必要性等をお話いただきました。

来年度から始まる太陽光パネルの設置義務化等
の内容について、クイズ形式により参加者の太陽
光発電に関する関心を高めていただきました。

家庭の省エネアドバイス
クール・ネット東京

東京都地球温暖化防止活動推進センターより派遣
いただいた、エコアドバイザー・秋山様より、身近な
家庭の省エネについてお話いただきました。

クイズ形式により参加者の関心を高め、日常生活の
中で排出されるCO２とその減らし方、家計を助け
る省エネなど、具体的にご説明しました。



「中野の森プロジェクト」にご寄付をいただいた皆さま
と「なかのデコ活コンテスト」にて受賞された皆さまに、
酒井区長より感謝状・表彰状を贈呈いたしました。

感謝状・表彰状贈呈式
中野区 環境課

「中野の森プロジェクト」とは、群馬県みなかみ町や福島県喜多方
市と連携して、現地の森林整備活動で得られるCO吸収量により、
着実にカーボン・オフセットをすすめる取組です。

「なかのデコ活コンテスト」とは、事業者から子ども世代まで広い
範囲への環境意識の定着を目的とし、脱炭素に関するアイデアや
実際に行った脱炭素行動、なかのエコフェア２０２４で使用する
キャッチコピーの募集を行い表彰を行う事業です。

自転車発電キットを用いて実際に自転車を漕いで
もらい、電気をつくることの大変さを体感してい
ただきました。多くの子どもたちに体験いただき、
自宅等で使用する電気の大切さを改めて感じて
いただきました。

自転車発電を体験しよう！
中野区 環境課

「新渡戸文化中学校ＳＤＧｓアクションプロジェクト
ＮｉＴｏＢｅ ＣｏＬｏＲｓ」によるプレゼン発表は諸事情
により中止となりました。


